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研究成果の概要（和文）：本研究では空間の形状を識別できる能力を「空間識力」と定義し、独自開発したロービジョ
ン再現環境（ドーム型広視野スクリーン）において、「空間の形状」及び「照明」「色彩」の条件を系統的に再現し、
各条件下における空間識力を測定し、その有効性を検証した。具体的には老人ホーム認知症フロアの改修計画を素材に
、「現状」「見通しの改善」「床の色パターンの改善」「目印の改善」の４条件を系統的に再現し空間識力を測定した
。

研究成果の概要（英文）：This study is an experiment made clear the validity of measuring method of 
spatial cognition of low vision using with peripheral vision in the visual simulation environment system 
that was developed originally.
As a case study of interior design improvement of a dementia care floor in a assisted living, we had an 
experiment about four conditions of present, spatial transparency improvement, floor color pattern 
improvement, and cue layout improvement.

研究分野： 建築計画
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１．研究開始当初の背景 
 従来、ロービジョン者への視環境の配慮が
中心視の支援が主であったが、ロービジョン
者の障害の程度や状況が様々で、有効な支援
環境を整えることは困難であった。一方、周
辺視は障害が及びにくい特性があり、周辺視
を生かした情報支援環境が近年注目されて
いる１）。しかし、その周辺視を空間計画の上
で活用するための基礎データはなく、そのた
めの規準や測定法が求められている。 
２．研究の目的 
 本研究では、空間の形状を識別できる能力
を「空間識力」と定義し、独自開発したロー
ビジョン再現環境２）において、「空間の形状」
および「照明」「色彩」の条件を系統的に再
現して、それぞれの条件下における空間識力
を測定し、「空間識力チャート」を作成する。
さらに実験結果と実環境との比較を行い、測
定方法の有効性を検討する 
３．研究の方法 
 空間の識別能力を「空間識力」と定義し、
空間計画にかかわる空間形状、空間サイズ、
照明、色彩について、基準のあり方を検討す
る。具体的には、初年度に①ロービジョンの
再現環境（周辺神バージョン）を眼科医の指
導の下開発した上で、②空間識力の測定実験
を行う。基礎的なスケールとなる空間形状尺
度、空間サイズ尺度、照明尺度、色彩尺度を
作成し、４段階のスケールで基準化し、それ
ぞれについて、その識別の閾値とその傾向を
実験的測定する。さらに明らかになった空間
識力をもとに、③実際の実空間で再現実験を
おこない、その有効性を検証する。以上の結
果の応用例として、④様々な公共空間におい
てのロービジョン者のアクセシビリティ評
価とそれに基づく設計指針をまとめる。 
４．研究成果 
 本研究では「空間識力」の実験として、独
自開発したロービジョン再現環境（ドーム型
広視野スクリーン）において、「空間の形状」
及び「照明」「色彩」の条件を系統的に再現
し、各条件下における空間識力を測定し、そ
の有効性を検証した。具体的には老人ホーム
認知症フロアの改修計画を素材に、「現状」
「見通しの改善」「床の色パターンの改善」
「目印の改善」の４条件を系統的に再現し空
間識力を測定した。 
 具体的な計画への応用として、以下のよう
な実験を行った。 
（１）実験方法 
 老人ホームの改修では空間のわかりやす
さ向上のための 3 つの改修項目を提案した
（表 1）。改修前の既存空間と、改修項目を段
階的に加えた改修空間を CG で作成し、ドー
ム型スクリーン VEES に映すことで、空間内
に置かれたチェックポイントを巡る経路探
索実験とスケッチマップ・アンケートの記入
を行い、評価する。その評価指標は既往研究
[2]を参考に表 2 のようにまとめた。改修項目
追加前後の空間を評価指標によって評価し、

その成績を比較することで空間のわかりや
すさが改修計画によってどのように向上し
たかを検証する。 

表 1 改修項目 

番号 改修項目 説明 

R１ 見通しの改善 

視界を遮る障害物となってい

た壁を撤去し、ケアステーシ

ョンを移設することで、空間

全体の見通しを確保する 

R2 
床の色の 

パターンの改善 

一様であまり違いのなかった

床のカーペットの色を場所

毎、機能毎に張り分け、ゾー

ン分けを明確にする 

R3 目印の改善 

目印効果となるシンボルツリ

ー(柱を木のように装飾したも

の)とルーバー屋根を共用空

間の様々な場所から見える

ように設置する 

 

 

表 2 評価指標 

番号 評価指標 説明 

E１ 言葉の数 

経路探索後、被験者が空間を

説明するために書いたスケッ

チマップの言葉を種類別に数

えることで被験者が空間内で

何を認知しているかを明らか

にする 

E2 経路探索時間 

経路探索中、チェックポイント

に到達するまでの時間を測定

することで、空間でどの程度

迷いが生じているかを明らか

にする 

E3 
チェックポイント 

誤差 

経路探索後、被験者がスケッ

チマップ上に書いたチェックポ

イントの位置と、実際の正しい

位置との差(ズレ)を距離(mm)

で算出することで、内部空間

の大きさや探索距離の把握

度合を明らかにする 
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E4 場所正答率 

経路探索後、アンケート内で

チェックポイントがどの場面に

あったかを回答してもらい、そ

の正答率を算出することで、

空間の場所らしさへの影響を

明らかにする 

 
（２）結果と考察 
 各評価空間で評価指標の成績の平均値を
算出した。改修項目追加前後の空間における
その成績の差を改修効果の度合いとして E1
では言葉の種類ごと、E2~E4 ではチェックポ
イントの場所毎にまとめた(表 3)。 
 

表 3 改修効果 

R1[見通し]効果について 
 E1[言葉の数]では、机の記述が増えた。フ
ロア全体が見通せるようになることで、視界
に映る家具の数が多くなり、机の認知がしや
すくなったと考えられる。また、E2[経路探
索時間]と E3[チェックポイント誤差]につい
ては壁の無くなった□3 ,□4 の場所において効
果が見られたが、E4[場所正答率]については
全体的に悪い効果が見られ、それは壁が無く
なることで場所の境界が曖昧になり、場所の
限定が難しくなったからと推察できる。 
R2[床の色のパターン]効果について 
E1[言葉の数]では、床に関する記述が増えた。
場所ごとに床の色が変わることによって床
の認知がしやすくなったと考えられる。また、
E3[チェックポイント誤差]において最も効
果があり、それは空間を区切る壁が無くても、
色で場所がゾーン分けされることによって、
空間全体の把握がしやすくなったと思われ
る。しかし E4[場所正答率]については、□4の
場所で悪い効果が見られた。広い緑のカーペ
ットが広がることによって場所の範囲が拡
大し、場所の限定が難しくなったからと推察

できる。 
R3[目印]効果について 
 E1[言葉の数]では、色素材に関する言葉の
数が増えた。目印が視界に入ることで多様な
空間となり、それを説明する際に色や素材に
着目するようになったと考えられる。また
E2[経路探索時間]において最も効果が見ら
れ、特にシンボルツリーやルーバーの目印が
ある場所から離れた□5 ~□8 の場所で効果が得
られたことから、目印を拠点として探索を行
い、迷いが生じなくなったと思われる。E4[場
所正答率]については少し効果が見られ、目
印によって新たな場所の特徴が生まれ、壁が
無くなったことによる場所らしさの欠如を
補うことができたと推察できる。 
（３）総括 
 実際に改修計画を行った老人ホーム の改
修前の既存空間と、改修項目を段階的に加え
た 改修空間を CG で作成し、ドーム型スク
リーン VEES に映すことで、経路探索実験を
行い、わかりやすさの 観点から空間の比較
評価を行った。 明らかになった改修効果と
しては、まず、空間で認知しているものにつ
いて述べると、見通しの改善は家具を認知、
床の色のパターンの改善では床を認知、目印
の改善では色素材を強く認知することが分
かった。次に、フロアの壁を減らし、見通し
を良くすると、そこでの迷いは生じにくいが、
空間を区切る壁がなくなり、空間全体を把握
するための手がかりや、場所の特徴が失われ、
逆にわかりにくい空間となってしまう。しか
し、床の色を場所ごとに変えることで、壁が
無くなり広くなった空間を上手くゾーン分
けし、空間全体の把握がしやすくなることが
明らかになった。また、目印を設けることで
新たな場所の特徴が生まれ、壁が無くなった
ことによる場所らしさの欠如を補い、更には、
見通しを良くして目印を設置した場所から
離れた所においても迷いが生じなくなるこ
とが分かった。 
 
 本研究は、実験装置の開発及び空間識力の
実験を行い、その実験方法及び評価方法を検
討した。当初の研究計画の後半である③実際
の実空間で再現実験、④様々な公共空間にお
いてのロービジョン者のアクセシビリティ
評価と設計指針については、今後の課題とな
った。 
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